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2019年6⽉にワーキングを⽴ち上げ、四万⼗川流域⽣態系ネットワークの形成に向けた取組の検討を⾏っています。2019
年12⽉に開催した「第1回四万⼗川流域⽣態系ネットワーク推進協議会」の結果を受けて、今年度は銃猟の規制に向けた取
組を重点的に進めました。また、四万⼗川流域⽣態系ネットワークの今後の進め⽅について、全体構想（案）を検討すると
ともに、有識者との意⾒交換を通して今後の取組内容の検討を進めました。

ワーキングでの検討
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○今年度の取組内容

①銃猟の規制に向けた取組

・特定猟具使用禁止区域の指定手順と必要な手続きを確認。

・特定猟具使用禁止区域の要望範囲（案）を整理。

・猟友会や各地区の関係者との調整を継続的に実施。

②全体構想（案）の検討

・ツル類の安定した越冬環境づくり、ツル類を活かした地域・人づくりの取組内容や目標

を検討。

③意見交換

・ツル類の越冬環境づくりの検討に資するため、生態学が専門で、関東地方の生態系
ネットワーク形成に関わってこられた長谷川雅美氏（東邦大学理学部教授）を招いて、
意見交換を実施。

・自然を活かした観光の展開の可能性の検討に資するため、地域資源を活かした企業
研修やアドベンチャーツーリズムに造詣が深い眞田直也氏（株式会社JTB高知支店
長）を招いて、意見交換を実施。

・多様な主体と連携・協働した取組の検討に資するため、豊岡市でのコウノトリとの共生
の取組に当初から関わってこられた宮垣均氏（兵庫県豊岡市コウノトリ共生課）を招い
て、意見交換を実施。

有識者との現地確認

ワーキングの開催状況



銃猟の規制に向けた関係者との調整

銃猟規制要望範囲（案） 銃猟規制設定済み範囲

楠島地区
（東中筋）

間地区
（東中筋）

中組地区
（具同）

坂本地区
（八束）

中山団地地区
（具同）

西組地区
（具同）

森沢地区
（東中筋）

特定猟具使⽤禁⽌区域の指定に向けて、猟友会や各地区の関係者と調整を進めています。

規制範囲（案）及び地区割り概略イメージ 2



堤内地での代替ねぐらの創出

ツル類のねぐら環境の条件

・湛水深：５～１０cm ・人工光が入らないこと ・日の入り1時間前～日の出1時間後に人や犬が近づかないこと

四万⼗川流域において、ツル類の⾶来頻度、⾶来個体数が増加したものの、主要なねぐらである四万⼗川の砂州周辺での
落ちアユ漁、狩猟等の影響により、11⽉中旬以降には他地域へ⾶び去る個体が増加し、越冬に⾄る個体数は極めて少ない状
態です。そのため、四万⼗川の砂州を利⽤できなくなった場合の代替ねぐらを確保することが重要です。

江ノ村地区でのねぐら環境の創出

江ノ村地区の田んぼの一部に、冬期に水を張ることで、ツル類のねぐら環境を創出する取組を行っています。江ノ村地区の水を張った
田んぼの状態を確認するために、自動撮影カメラを設置しました。ツル類（ナベヅル）の利用は確認できなかったものの、日中はサギ類
が、夜間はカモ類が利用していました。

カモ類が利用江ノ村地区で冬期に水を張った田んぼ
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ツルの⾃然体験学習会
2020年10⽉28⽇（⽔）に東中筋⼩学校16名、東中筋中学校5名の計21名の児童⽣徒に参加いただき、ツルの⾃然体験学習

会を実施しました。
当⽇は、まず四万⼗市に⾶来するツル類の⽣態等について学習した後、四万⼗つるの⾥づくりの会が餌場づくり等に取り

組んでいる江ノ村地区でデコイ（ツルの模型）の設置や⽔⽣⽣物の観察などを⾏いました。
児童⽣徒の皆さんは、「ツルがいっぱい来て欲しい」、「この⾃然環境をどういう⾵に守るか僕たちも考えていきたい」

と話してくれました。

ツル類に関する解説 4班に分かれ、ナベヅルのデコイを設置

ツル類のねぐら環境の創出の説明 江ノ村地区で捕獲した水生生物の解説 土水路での水生生物の観察

児童生徒により設置されたデコイ（4体）
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四万⼗つるの⾥祭り
2020年11⽉28⽇（⼟）に「第12回四万⼗つるの⾥祭り」（主催：四万⼗つるの⾥づくりの会）が開催されました。当⽇は、

野⿃観察ツアーやツルの写真等パネル展、四万⼗の野草がゆをふるまうツル⾷堂、太⿎の演奏などが⾏われ、約1,000⼈の来
場者で賑わいました。
四万⼗川流域はツル類が⾶来する貴重な環境であることやツル類保全の取り組みについてPRしました。

新型コロナウイルス感染症対策として、
入り口でのマスク着用と消毒を呼びかけ

四万十市へのツル類の飛来状況や取組
等を説明

大勢の来場者により賑わう 中筋川の堤防よりフィールドスコープも用
いてカモ類を観察

野鳥観察ツアー

当初は、バスでツル類の飛来地を巡る予定でしたが、
祭り当日にツル類が確認されなかったため、会場近
傍の堤防へ徒歩で移動し、主にカモ類を観察しました。
子供連れをはじめとした12名の参加があり、実施後の
アンケート（回答者6名）では、回答者全員が「満足」と
いう回答をいただきました。

今回のバスツアーは何を通じて知りましたか？

ツルの里まつりチラシ 4

国土交通省のホームページ 0

SNS（投稿者） 0

その他 2

・知人

四万十市の環境を学習したり、体験したりできるイベントや
ツアーがあればどのようなものに参加してみたいですか？

四万十市を代表する植物や生き物を専門家に説明
してもらいながら見たり触れたりできる学習会
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農業や漁業などの体験を通じて四万十市の環境を
学習できるイベント

4

四万十市を代表する景観や環境を専門家に説明し
てもらいながら複数箇所巡るツアー

2

その他（①～③と組み合わせたら良いもの） 0

収穫したものを食べることができる



⿅児島県出⽔市との交流
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出水市へのツル類の渡来

毎年10月頃から3月頃まで、1万羽
以上のツル類が越冬のために渡来しま
す。出水市では、世界に分布する15種
のツル類のうち7種（ナベヅル、マナヅ
ル、クロヅル、カナダヅル、ソデグロヅル、
アネハヅル、タンチョウ）が確認されて
います。

出水市の概要

面 積 329.98㎢

人 口 53,091人（2021年1月1日現在）

⿅児島県出⽔市は、世界的なツル類の越冬地として知られており、ツル類と共⽣するためにさまざまな取組が⾏われていま
す。今後、四万⼗川流域における取組を検討する上での参考とするため、2021年1⽉29⽇〜30⽇に出⽔市を訪問しました。
ツル類の分散を⽬指して、出⽔市では今年度から給餌量の削減が⾏われており、四万⼗川流域での新越冬地の形成に向けた

取組をさらに進める好機を迎えています。

出水市での主な取組

ツルとの共生に向けた社会実験

ツルと共生した新たな地域づくりを目指し、2016年度から特に観光客を
対象としたツル越冬地への入域制限を行っています。入域制限中には、い
ずみツルガイド博士や農業者、海苔生産者らがガイドを行うミニバスツアー
が試行されています。
※新型コロナウイルス感染症の影響で、今年のミニバスツアーは中止。

学校教育での活用

小中一貫の義務教育学校である鶴荘学園では、「ツル科」という独
自の教科が特設されています。1～6年生まではツルや出水市の自
然、町、人との関りについて学び、7～9年生はテーマを設定し、研究
を深め、発信を行います。こうした学習により、児童生徒の郷土愛や
コミュニケーション能力を育んでいます。

2010年度から出水市教育委員会により市内の小中学生を対象と
した「チャレンジいずみツルガイド博士検定」が実施されています。筆
記試験と実技試験に合格すると、ツルガイド博士と認定され、ツル観
察センターでのガイドを行えるようになります。これまで、総計13,768
名が受験し、237名がツルガイド博士として認定されています。

ラムサール条約登録に向けた取組

ツル越冬地のラムサール条約登録に向け、2020年1月に出水市ラム
サール条約登録推進協議会を設置して、検討を進めています。

給餌量の削減

出水市では、ツル類の渡来地への一極集中を抑え、分散化を図るために、
2020年から給餌量を1割ずつ、約5年間かけて半減させようとしています。

(c) Esri Japan

出水市教育委員会
へのヒアリング

鶴荘学園へのヒアリング



(参考)出⽔ツルフェスタ
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(参考)出⽔ツルフェスタ
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